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《業 種 別 総 括 》 

                          令和 7年 11月 

〔漁 業〕 

・ 11月の漁獲量は､前年を85㌧下回り､漁獲金額は前年を4億7,000万円上回った｡漁獲量では､定置

網漁､タラ・スケソウ漁､昆布が前年比大幅な増加､底曳網漁､タコ漁､ホッキ漁､が減少している｡

漁獲金額では､定置網漁､タラ・スケソウ漁､カニ漁､昆布が大幅な増加､エビ籠漁､ホッキ漁が減

少している｡各地区でタラ･スケソウ漁が好調となっている｡特に､えりも地区は漁獲量497㌧(前

年比349㌧増)､漁獲金額2億1,200万円(同1億4,100万円増)となっている｡ 

 ※エビ籠､カニ漁は､ほとんどがオオズワイガニの漁獲となっている｡ 

〔軽種馬生産業〕 

・ 2025年度ホッカイドウ競馬が11月13日､16開催84日間のシーズン全日程を終了した｡発売総額は 

20年度から6年連続500億円越えとなる573億1,491万円(SPAT4LOTO含む)で､過去最高だった24年

度の543億6,567万円を29億4,924万円も上回る年間レコードとなった｡ 

・ 2025年北海道市場は､年間5市場の全日程を終了した｡2,804頭が上場され､2,186頭が落札された｡

総売上は167億8,470万円で､前年比3億9,460万円減｡年間売上レコード更新は6年でストップした｡ 

〔建 設〕 

・ 町発注工事(新ひだか～広尾地区)の11月中発注額は1億2,800万円で､前年を3,900万円下回った｡ 

・ 日高管内における国･道･町発注公共工事の11月中請負金額 (北海道建設業信用保証㈱の保証請

負金額)は11億400万円で前年を6億1,800万円上回った｡ 

・ 11月の建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は､2件で､前年と同数となった。 

〔小売業・飲食業〕 

・ 食品卸道内大手の国分北海道は8日､新ひだか町の静内農業高校と共同開発したレトルト商品｢み

ついし牛キーマカレー｣を発売した｡同校で肉加工を研究する生徒4人が企画と開発に携わり､約

2年かけて商品化した｡日高管内中心にスーパー､ドラッグストアなどで販売している｡ 

〔観光・その他〕 

・ 札幌市内の大型商業施設｢サッポロファクトリー｣で1日､広尾町から贈られたトドマツを使った

ジャンボクリスマスツリーの点灯式が行われた。高さ約15㍍､重量約3㌧､樹齢約30年｡ＬＥＤ約

5万個と約1,500個のオーナメントで華やかに装飾した｡点灯は12月25日まで｡ 

〔雇 用〕 

・ 11月の浦河地区と全道の月間有効求人倍率は､浦河地区は前年を上回り､全道は下回った｡ 

〔総 括〕 

・ 建設業の月中請負金額(北海道建設業信用保証㈱の保証金額)は､前年を6億1,800万円上回り､町

発注工事は前年を3,900万円下回った｡漁業の漁獲量は､前年を85㌧下回り､漁獲金額は､前年を4

億7,000万円上回っている｡秋サケ定置網漁(庶野～門別)は､10月23日で管内のサケ定置漁業は終

漁した｡漁獲量は1,009㌧と前年比196.5％､漁獲額は15億3百万円前年比272.3％となっている｡5

カ年平均対比では漁獲量は67.9％､漁獲額は112.2％となっている｡漁獲額の増加は､全道的に秋

サケが不漁となっており､魚価が高くなっているため｡個人消費は物価の高騰、食料品の値上げ

が家計を圧迫し､外食を控える人が多く､飲食店の来店客数は減少している｡電気料金､灯油の値

段も高く､燃料費も増えていくことから､節約や買い控え等がより強くなり､年末年始の準備につ

いても､例年より控えめにするとの声が多く聞かれる｡各企業は､物価高騰､固定経費の負担も増

し､厳しい業況が続いており､管内の景況は低迷感が続いている｡ 
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〔沿岸漁業〕カレイ､タコ漁等｡〔沖合い漁業〕底曳網､定置網､カニ､ツブ漁等｡ 

令和7年11月の総漁獲量2,632㌧･総漁獲額18億7,100万円(前年同月比85㌧減･4億7,000万円増)｡ 

  

  

 

 

  

 

 

 

 

底曳網漁………   721ｔ ・ 271百万円 ( 前年同月比     19ｔ減 ・   14百万円増 ) 

定置網漁………   283ｔ ・ 262百万円 ( 前年同月比     40ｔ増  ・  110百万円増 ) 

カレイ漁………     79ｔ ・  42百万円 ( 前年同月比      5ｔ増  ・   12百万円増 ) 

タコ漁…………     91ｔ ・  85百万円 ( 前年同月比     19ｔ減  ・    2百万円減 ) 

ツブ漁…………     43ｔ ・ 31百万円 ( 前年同月比    6ｔ増 ・   16百万円増 ) 

エビ籠漁………   171ｔ ・ 181百万円 ( 前年同月比    11ｔ減  ・   21百万円減 ) 

ホッキ漁………     9ｔ ・   6百万円 ( 前年同月比    24ｔ減  ・   15百万円減 ) 

タラ・スケソウ漁  911ｔ ・ 351百万円  ( 前年同月比  655ｔ増  ・  241百万円増 ) 

サンマ漁………     74ｔ ・  21百万円  ( 前年同月比     1ｔ減  ・    1百万円減 ) 

キンキ漁………     8ｔ ・  10百万円 ( 前年同月比     2ｔ増  ・    5百万円増 ) 

カニ漁…………     45ｔ ・  73百万円 ( 前年同月比     17ｔ増  ・   45百万円増 ) 

昆 布…………   180ｔ ・ 519百万円 ( 前月同月比     41ｔ増  ・  168百万円増 ) 

その他………･･     17ｔ ・  19百万円 ( 前月同月比    777ｔ減  ・  102百万円減 ) 

※エビ籠漁は､ほとんどがオオズワイガニの漁獲となっている。 

 

令和7年度秋サケ定置漁業の地区別・漁協別漁獲速報 累計〔昨年同期対比〕 11月23日現在 

地  区 旧漁協名 
漁獲重量 前年同期 前年比 漁獲金額 前年同期 前年比 

（㎏） （㎏） （％） （千円） （千円） （％） 

えりも 

以東西部 

(庶野～襟裳岬) 

庶 野 281,496 215,140 130.8 423,858 231,353 183.2 
えりも町 52,311 32,707 159.9 82,213 35,678 230.4 
合 計 333,807 247,847 134.7 506,071 267,031 189.5 

えりも 

以西日高 

(襟裳岬～紋別) 

えりも町 106,261 10,241 1,037.6 165,722 10,453 1,585.4 
冬 島 68,823 13,525 508.9 96,116 13,203 728.0 
様 似 105,892 32,042 330.5 155,330 36,687 423.4 
浦 河 85,524 31,213 274.0 128,969 36,910 349.4 
荻 伏 100,477 44,832 224.1 152,943 51,771 295.4 
三 石 54,506 27,622 197.3 77,328 28,849 268.0 
静 内 72,278 65,061 111.1 105,651 66,693 158.4 
新 冠 57,511 27,112 212.1 82,247 27,190 302.5 
門別町 24,317 14,198 171.3 33,206 13,431 247.2 
合 計 675,589 265,846 254.1 997,512 285,187 349.8 

日 高 管 内 合 計 1,009,396 513,693 196.5 1,503,583 552,218 272.3 

※11月23日で管内のサケ定置漁業は終漁しております｡                （日高海区漁業調整委員会） 

 

（対象は新ひだか、浦河、様似、えりも、広尾の各地区）（「ｔ」はトンを表しています） 
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〔軽種馬生産業・農業〕 

・ 2025年度ホッカイドウ競馬が11月13日､16開催84日間のシーズン全日程を終了した｡発売総額は

20年度から6年連続500億円越えとなる573億1,491万円で､過去最高だった24年度の543億6,567

万円を29億4,924万円も上回る年間レコードとなった｡1日当たりの平均発売額6億8,232万円も最

高で､門別競馬場のシーズン入場人員も97年の開場以来最多となる6万1,614人を記録するなど､

レコードラッシュで幕を閉じた｡今季の総実施競争数は1,006レース(前年比25レース増)､総出走

頭数1万182頭(同542頭増)､1レースの平均出走頭数は昨年の9.83頭から10.12頭に増えた｡1日平

均発売額6億8,232万円は､昨年度を3,511万円上回り過去最高｡同じくシーズン最多となった門別

競馬場入場者数は1日平均734人で昨年度より39人増加した｡ 

・ ＪＲＡ競馬学校騎手課程第45期生(26年4月入学予定)の合格者9人が発表され､静内農業高校の山

田向日葵さん(ひまり・3年)が合格した｡東京都出身でＪＲＡ騎手を目指し､全国で唯一軽種馬生

産を行う同高に進学し学んできた｡195人の応募があり､1次試験(受験者189人､合格者30人)､2次

試験(受験者30人)の難関を突破した｡騎手への憧れは､中学3年の時に父に連れて行ってもらった

日本ダービーを見て､｢武豊さんが騎乗したドウデュースが直線で全頭をかわして先頭でゴール

したのを見て感動しました｡将来同じ舞台に立ちたいと思いました｣と目標に変わった｡来春から

3年間の競馬学校生活を経て､騎手デビューを目指す｡ 

・ 道産ブランド米｢ゆめぴりか｣の新米コンテスト日胆地区予選が11日､苫小牧市の日胆農業会館で

開かれ､新冠町農協が地区金賞を受賞した｡胆振・日高管内の農協などでつくる｢日胆地区『ゆめ

ぴりか』生産販売プロジェクト｣が主催｡とまこまい広域､門別町､新冠町の3農協が出品した｡審

査員は市内の飲食店主ら5人｡同一条件で精米､炊飯し､産地を伏せた状態で食べ比べ､香りや粘り､

つやなど6項目で総合評価した｡ 

 

〔花き栽培〕 

・ 11月の花き出荷実績は､44万本､金額6,914万円(前年同月65万本､1億 126万円)｡ 

 

 

 

〔公共工事〕 

・ 日高管内の国･道･町発注公共工事の11月中の請負金額(北海道建設業信用保証㈱の保証請負金額)は､ 

11億400万円で､前年同月比6億1,800万円増加した｡ 

〔町発注工事・建築確認申請〕（令和7年11月） 

  

  

工 事 件 数 金     額 （百万円） 確認申 
請件数 土 木 建 築 その他 計 土 木 建 築 その他 計 

新ひだか町 4 0 0 4 52 0 0 52 2 

浦 河 町 4 0 6 10 40 0 31 71 0 

様 似 町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

えりも町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
広 尾 町 0 0 2 2 0 0 5 5 0 

計 8 0 8 16 92 0 36 128 2 

・ 11月中町発注工事(新ひだか～広尾地区)は1億2,800万円となった｡(前年同月1億6,700 

 万円)｡工事発注状況をみると､前年同月比では､件数は3件上回り､金額は3,900万円下回った｡ 

・ 11月中受付の建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は2件で､前年と同数となった｡ 
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〔木 材〕 

・チップ材11月の出荷状況(広尾地区)は､数量が472㌧(前年541㌧)で前年比12.8％の減少｡ 

出荷金額は1,203万円(同1,334万円)で前年比9.8％の減少｡ 

〔製 材〕 

・建材(様似地区)の11月受注は前年同月並み｡プレカット材は受注なく生産を停止している｡ 

 

 

〔卸売業〕 

・ 野菜は､道外産が主体となっている｡北海道産はハクサイ､キャベツ､ホウレンソウ等｡本州産で

は､ダイコン､レタス､キュウリ等｡果物は､本州産のミカン､リンゴ､カキ等が出荷されている｡ 

〔小売業・飲食業〕 

・ 新ひだか町三石のコンブ加工販売業みついし昆布の商品｢日高昆布万能ドレッシング｣が､専門 

家による食品の審査認定制度｢第90回ジャパン・フード・セレクション｣の食品・飲料部門で 

最高賞のグランプリを受賞した｡コンブ本来の自然なうま味や､添加物､保存料不使用などの安 

全安心へのこだわりが評価された｡同セレクションは日本フードアナリスト協会(東京)が2014 

年から認定｡食の専門家である会員が書類審査や試食を通じて評価し､最高賞のグランプリと金､ 

銀､銅の各賞を毎月発表している｡第90回は8月に行われた｡｢日高昆布万能ドレッシング｣の原 

料のコンブは全て日高産を使用しているほか､しょうゆなども厳選｡コンブの風味を最大限に生 

かす調合を目指し､サラダ以外にもパスタ､炒め物､ザンギなど幅広く使える万能さを売りにし 

た｡同セレクションには専門家の推薦を受けて初めて出品｡根昆布ならではの濃厚なうま味や､ 

酸味と塩味､甘味のバランスが高い評価を得た｡｢日常使いやすい価格と品質の両立｣や｢添加物､ 

保存料不使用の安心設計｣も評価ポイントとして挙げられた｡ 

〔観光・その他〕 

・ 日高振興局は本年度､空き家を活用した宿泊業への参入を支援する｢Ｈ２(Ｈｉｄａｋａ×Ｈｏ 

ｔｅｌ)プロジェクト｣に着手した｡専門家を招いた宿泊事業創業セミナーを開催｡日高管内の宿 

泊施設は減少傾向で､客室不足が観光振興の課題となっており､プロジェクトを通じて受け皿の 

拡大を目指す｡同振興局によると､2024年度に管内を訪れた観光客数は前年度比5.9％増の173 

万7,400人｡商工労働観光課は｢日高山脈襟裳十勝国立公園の指定や､平取町でロケがあった実 

写版ゴールデンカムイの放映などの効果｣と分析する｡観光客が増える一方､宿泊施設は減少の 

一途をたどる｡23 年度の北海道保健統計年報によると､管内の旅館・ホテルの営業客室数は 

1,248室で､10年間で189室減った｡｢桜の開花や競走馬の競り市の時期には客室が不足する｣ 

という｡そこで同振興局は人口の減少で増え続ける空き家に着目し､宿泊事業創業セミナーを 

浦河町総合文化会館で開催｡全国で空き家再生に取り組むエンジョイワークス(神奈川県鎌倉 

市)の彼末茂樹さん(50)が講師を務め､参加した町民ら約20人に､空き家で宿を始める方法に 

ついてレクチャーした｡同振興局は｢空き家を使ってゲストハウスや民泊をやりたいが､手続き 

が分からない｣という声があることから､12月4日午後1時半から日高振興局でセミナーを開 

く｡宅地建物取引士ら専門家が宿を始めるための一連の流れを解説する｡ 

・ 国立公園内屈指の観光拠点｢襟裳岬・風の館｣は冬季間の観光客が激減することから､12月1日 

 から来年2月末まで冬季休館に入る｡元旦は､道内屈指の初日の出観光スポットとして､毎年札 

 幌や帯広方面から大勢の初日の出観光客が来訪することから､午前5時から同9時まで臨時開 

館する｡入館料は無料｡屋外の公衆トイレも使用できる｡えりも観光センターも臨時営業する｡ 
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  ションにも力を入れる｡ 

   

〔管内の倒産〕 

･ 当金庫管内(新冠町～えりも町)の倒産は､0件(前年同月0件)､負債総額ゼロ､(同ゼロ)｡ 

当金庫管内を含む苫小牧管内の倒産は､0件(前年同月0件)､負債総額ゼロ､(同ゼロ)｡ 

〔道内の倒産〕 

･ 北海道の倒産件数は23件(前年同月17件)､負債総額は18億1,900万円(同22億700万円)､倒産件数

は前月比1件の減少､前年比6件の増加となった｡ 

〔全国の倒産〕 

･ 全国の倒産件数は778件(前年同月841件)､負債総額は824億300万円(同1,602億2,300万円)｡倒産

件数は前月比187件減少､前年比で63件の減少となった｡        （東京商工リサーチ） 

〔雇   用〕 

･ 11月の浦河地区の月間有効求人倍率は1.69倍で､前年を0.23ポイント上回り､前月を0.28ポイン 

 ト上回った｡有効求人数は805人で前年比11人の減少､前月比42人の増加となった｡有効求職者数 

は477人で前年比82人の減少､前月比で63人の減少となった｡全道の月間有効求人倍率は0.93倍 

で､前年比0.06ポイント下降､前月比0.01ポイント下降となった｡ 

 
 

 
管内生産馬 中央競馬重賞レース優勝馬 

 
11 /  8    第61回 京王杯２歳ステークス（ＧⅡ） 

ダイヤモンドノット 号           (平取町 坂東牧場 殿生産） 
 
  11 /  8  第27回 京都ジャンプステークス（Ｊ・ＧⅢ） 
         ローディアマント 号        (日高町 クラウン日高牧場 殿生産） 
 
  11 / 22  第61回 福 島 記 念（ＧⅢ） 
         ニシノティアモ 号        (新ひだか町 タツヤファーム 殿生産） 
 
  11 / 24  第30回 東京スポーツ杯２歳ステークス（ＧⅡ） 
         パントルナイーフ 号         （新冠町 新冠橋本牧場 殿生産） 
 
  11 / 29  第12回 京都２歳ステークス（ＧⅢ） 
         ジャスティンビスタ 号      （新ひだか町 タイヘイ牧場 殿生産） 
 

11 / 30  第70回 京 阪 杯（ＧⅢ） 
         エーティーマクフィ 号        （新ひだか町 岡田牧場 殿生産） 
 
 

北海道市場開催成績                    (％､円､税別) 

年 次 市 場 名 売 上 総 額 
上 場 売 却 

売却率 
頭 数 頭 数 

2025 

トレーニング 458,600,000  94  68  72.3 

セレクション 5,740,000,000  363  308  84.8 

サマー 7,659,000,000  1,390  1,079  77.6 

セプテンバー 1,989,500,000  534  427  80.0 

オータム 937,600,000  423  304  71.9 

合  計 16,784,700,000  2,804  2,186  78.0 

 
 
（注）調査区域：浦河地区、新ひだか町静内地区及び三石地区、新冠地区、様似地区､えりも地区、広尾地区  

倒産・雇用状況 

その他 
 



６ 

 

《指  標》 

 

１ 営業区域の人口・世帯数動向 (令和 7 年 11 月末現在)                 (単位：人) 

町 村 名 
人         口 世         帯 

人    数 前年同月比 前 月 比 世 帯 数 前年同月比 前 月 比 

平 取 町 4,375 -72 -36 2,383 -3 -31 

日 高 町 10,799 -138 -9 6,243 11 -8 

新 冠 町 4,963 -67 19 2,823 15 15 

新 ひ だ か 町 19,829 -428 -20 11,207 -86 -8 

浦 河 町 11,048 -190 4 6,640 -8 1 

様 似 町 3,687 -107 -11 2,008 -33 -1 

え り も 町 3,946 -118 -5 1,950 -42 -4 

日 高 地 区 合 計 58,647 -1,120 -58 33,254 -146 -36 

広 尾 町 5,742 -149 1 3,111 -19 7 

大 樹 町 5,184 -91 -12 2,806 -6 -8 

日高･十勝地区合計 69,573 -1,360 -69 39,171 -171 -37 

札 幌 市 1,954,770 -1,339 -738 1,122,530 8,601 -97 

江 別 市 117,748 -359 -61 60,056 173 -25 

石 狩 市 56,884 -273 -9 28,802 80 10 

北 広 島 市 56,150 -402 -45 28,578 179 -8 

恵 庭 市 70,233 -249 -25 36,506 370 -5 

千 歳 市 97,034 -313 -26 52,800 457 -18 

石 狩 地 区 合 計 2,352,819 -2,935 -904 1,329,272 9,860 -143 

苫 小 牧 市 164,273 -1,511 -179 91,672 158 -50 

厚 真 町 4,219 -9 -4 2,123 16 1 

む か わ 町 7,110 -122 -47 4,054 3 -48 

胆 振 地 区 合 計 175,602 -1,642 -230 97,849 177 -97 

営 業 区 域 合 計 2,597,994 -5,937 -1,203 1,466,292 9,866 -277 

        (資料出所:各市町村) 

 

 

２ 労働需給状況(令和7年11月)  

     （単位：人、％） 

 浦 河 職 安 全   道 前 年 同 月 比 前 月 比 

月 間 有 効 求 人 数 805 75,488 -11 -3,591 42 -3,356 

月 間 有 効 求 職 者 数 477 81,364 -82 1,307 -63 -2,886 

月 間 有 効 求 人 倍 率 1.69 0.93 0.23 -0.06 0.28 -0.01 

                                               (資料出所:北海道労働局) 

 

３ 企業倒産状況(令和7年11月)                                        
（単位：件、百万円） 

 件 数 金     額 前年同月比(件数) 前年同月比(金額) 業      種 地   区 

苫小牧管内 0 0 0 0 
  

うち新冠町～えりも町 0 0 0 0 
北 海 道 23 1,819 6 -388   
全   国 778 82,403 -63 -77,820   

(資料出所:東京商工リサーチ) 

 

 



７ 

 

 

 
４ 浦河町・新ひだか町 金融機関預金･貸出金残高(令和7年11月末) 

（単位：百万円、％） 
預          金 貸     出     金 

残 高 前 年 同 月 比 前 月 比 残 高 前 年 同 月 比 前 月 比 

191,302 2.69 -0.08 59,082 1.16 -0.41 

                                  （資料出所:浦河･静内金融協会） 

 

 

５ 町発注工事 (令和7年11月)                         （単位：百万円） 

(資料出所：各町) 
 
 
 

６ 建築確認申請 (令和7年11月) 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

(資料出所：各町) 

 

 

７ 気象情報(札幌管区気象台発表) 

令和7年11月中の気象状況                         (単位：℃、ｍｍ、ｈ) 

 本    年 平年偏差・平年比 平年偏差、平年比は､1991～2020

年の資料から算出された平年値を

使用。気温は当月の平均気温から

平年値を差し引いたもの(平年比)。

降水量､日照時間は当月の降水量･

日照時間の平均を平年値で割り返 

したもの(平年偏差)。 

 気 温 降水量 日照時間 気 温 降水量 日照時間 

浦   河 6.6 50.0 116.3 0.5 60.0 95.6 

広   尾 5.4 147.5 159.3 0.2 115.5 106.8 

                                   (資料出所:国土交通省・気象庁) 

 

 

 11月 累  計 前年同月 前年同月累計 

件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 金 額 

新ひだか町 4 52 78 2,131 7 103 72 2,724 

浦 河 町 10 71 84 1,287 6 64 86 1,339 

様 似 町 0 0 30 1,079 0 0 32 639 

え り も 町 0 0 29 524 0 0 38 569 

小 計 14 123 221 5,021 13 167 228 5,271 

広 尾 町 2 5 34 744 0 0 44 1,646 

総 合 計 16 128 255 5,765 13 167 272 6,917 

 
11月 累 計 前年同月 前年累計 

件 数 件 数 件 数 件 数 

新ひだか町 2 9 1 10 

浦 河 町 0 8 1 14 

様 似 町 0 1 0 2 

え り も 町 0 5 0 2 

小 計 2 23 2 28 

広 尾 町 0 4 0 0 

総 合 計 2 27 2 28 



８ 

 

                        日高振興局からのお知らせ 

日高振興局では、地域の特色や優位性を皆様に広くアピールさせていただくために、農業、林業、水産業、商工業な

ど幅広い分野で、日高のすばらしさを紹介しています。 

今回は、林業分野の取組について紹介します。 

 

■新たな集材作業システム導入説明会の開催 

 日高地域森林資源持続化推進協議会（事務局：ひだか南森林組合）では、森林資源の循環利用を

目的に森林づくりや木材利用の推進などの活動を行っています。   

令和７年７月に、急傾斜地で伐採木を効率よく集材し、木材搬出を進めていくため作業道の開設

を最小限にする施業が出来るタワーヤーダを用いた「新たな集材作業システム導入説明会」を開催

しました。当日は高性能林業機械購入融資を担当している金融機関職員をはじめ全道から関係者約

180名が参加しました。 

 

 〔説明会の様子〕       〔最新型のタワーヤーダ〕      〔集材作業の実演〕 

・お問い合わせは日高振興局森林室普及課（℡0146-22-2453）まで。 

 

■道産木材利用拡大の取組 

 北海道では、道産木材の利用を推進していくため、道産木材製品を使用した建築物を「HOKKAIDO WOOD 

BUILDING(ﾎｯｶｲﾄﾞｳ ｳｯﾄﾞ ﾋﾞﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ）」として登録し、施設内での木製登録証の掲示などを通じ、道

民に道産木材製品の魅力を広く発信し、認知度の向上を図っています。 

 この制度は令和３年１０月に始まり、日高管内では現在５施設が登録され、令和７年度には新ひ

だか町の「新ひだか児童養育相談センター『もこもこ』」、日高町の「富川複合施設『とみくる』」が

登録されました。 

 

〔 新ひだか町「もこもこ」〕    〔 日高町「とみくる」〕      〔 登録証 〕 

・お問い合わせは日高振興局産業振興部林務課（℡0146-22-9313）まで。 

                                  



９ 

 

飲酒運転根絶ロゴマーク 飲酒運転根絶ロゴマーク 



 

 

 

 

 

 

 

ひだかしんきん営業のご案内 

ATM 本   店 〒057-0013 浦河郡浦河町大通 2 丁目 1 番地 2（仮店舗） ☎（0146）22-4111 

ATM 堺 町 支 店 〒057-0034 浦河郡浦河町堺町西 1 丁目 83の 59     ☎（0146）22-5611 

ATM 静 内 支 店 〒056-0016 日高郡新ひだか町静内本町 1 丁目 1 の 15  ☎（0146）42-1531 

ATM 三 石 支 店 〒059-3108 日高郡新ひだか町三石本町 197 の 23    ☎（0146）33-2311 

ATM 様 似 支 店 〒058-0014 様似郡様似町大通 2 丁目 35の 2      ☎（0146）36-2341 

ATM え り も 支 店 〒058-0204 幌泉郡えりも町字本町 170 の 1       ☎（01466）2-2311 

ATM 広 尾 支 店 〒089-2615 広尾郡広尾町本通 8 丁目 7 の 1       ☎（01558）2-3161 

札 幌 支 店 〒060-0004 札幌市中央区北 4 条西 5 丁目 1―4      ☎（011）200-7070 

 

   

 

ATM 営業時間 平日 8：45～18：00 

※札幌支店を除く各店舗に「ハンドセット搭載機」の ATM が設置されております。 

土曜日 ATM 稼動店：本店(仮店舗)･堺町支店・静内支店・三石支店･様似支店･えりも支店･広尾支店 

土曜日 ATM 営業時間 9：00～17：00 

日曜･祝日 ATM 稼動店：本店(仮店舗)･静内支店 

日曜･祝日 ATM 営業時間 9：00～17：00 

 

店外 ATM 

浦河町役場内 ATM 浦河郡浦河町築地 浦河役場内１階ロビー 

店外 ATM 営業時間 平日 9：00～16：00 

浦河赤十字病院内 ATM 浦河郡浦河町東町 浦河赤十字病院内１階ロビー 

店外 ATM 営業時間 平日 9：00～18：00 

パセオ堺町店内 ATM 浦河郡浦河町堺町 店内フロア 

店外 ATM 営業時間 平日･土曜･日曜・祝日 9：00～19：00 

マックスバリュ静内店内 ATM 日高郡新ひだか町静内木場町 店内フロア 

店外 ATM 営業時間 平日・土曜･日曜・祝日 9：00～19：00 

日高徳洲会病院内 ATM 日高郡新ひだか町静内こうせい町 

店外 ATM 営業時間 平日 9：00～18：00 土曜 9：00～17：00 

※店外 ATM は、全て「ハンドセット搭載機」です。 

※ハンドセット付ＡＴＭ：プッシュボタン付受話器から、音声ガイ 

ダンスにより操作手順をご案内するＡＴＭです。 

 

 

     

          業務部地域貢献課 
             〒057-0013 浦河郡浦河町大通 2丁目 31 の 2 

             電話 (0146)22-4100 FAX (0146)22-6106 

             URL http://www.shinkin.co.jp/hidaka/ 

 

大樹生命札幌共同ビル 4 階 

 


